
このたびはRS485出力端末器をお買いあげいただきまして誠にありがとうございます。
本製品を正しく使っていただくために、ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みください。
また、お読みになったあとは、必ず保管していただきますよう、お願い申し上げます。

●本書の内容を無断で転載することは禁止されています。

●説明内容および設定などでご不明な点がございましたら、必ず当社までお問い合わせください。
お客様ご自身での誤設定、誤配線などによる不具合、損害等の責を当社で負うことは、ご容赦ねがいま
す。

●本製品は生産中止後の修理対応期間を５年間といたします。
但し､５年以内であっても修理用部品の在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする修理対応が
できなくなる場合がございます。

RS485出力端末器 RNU-015
取扱説明書

要保存
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安全上のご注意

●ご使用になる前にこの｢安全上のご注意｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。　　
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●表示とその意味は次の通りです。

表示 表示の意味

　  危険 回避しないと死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示しま
す。

　  注意
回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な
状況、および物的損害のみの発生を招くおそれがある場合を示しま
す。

物的損害とは家屋 ･ 家財および家畜 ･ ペットにかかわる拡大損害を意味します。

■図記号の例

図記号 図記号の意味

△は警告を示します。
具体的な内容は△の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢感電注意｣を示します。

Xは禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な内容はXの中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢分解禁止｣を示します。

●は強制（必ずすること）を示します。
具体的な内容は●の中や近くに文章や絵で示します。 
左図の場合は｢一般的な使用者の義務的な行為｣を示します。

■施工上の注意事項

●電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。
　工事に不備があると火災や感電などの事故の原因となります。

●配線工事を行うときには、必ず各機器の取扱説明書およびマニュア
ル等を読んで、それに従ってください。

　感電などの事故や負荷機器の物的損害などの原因となります。

危険

専門業者

取扱説明書確認
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●インバータノイズの影響がひどい所でのご使用の場合、ノイズカット
トランスをご使用ください。
ノイズカットトランス
・形名：FFT-SA/50/100-100(100V用)
　　　 FFT-SA/100/200-200B(200V用)
・メーカ名：富士電機テクニカ

●電源線とRS-485 通信線は離して配線してください。

■使用上・保管上の注意事項

●端子カバーは、必ず取り付けてください。
　端子や電線に直接触れると、感電などの事故の原因となります。

●必ず接地（D 種接地）してご使用ください。

●次のような場所での使用・長期保管をしないでください。
　誤動作、寿命低下、事故、故障の原因となります。

・ 医療機器および高度な管理機器など、生命 ･ 財産等について重大
な影響を及ぼす電気機器等が接続された電源系統

・ 強電界 ･ 強磁界の発生する所
・ 油 ･ 油煙のかかる所
・ 埃（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉）やアンモニア･ 亜硫酸

ガスなどの腐食性ガスの多い所
・ 屋外
・ 周囲温度が−10 ℃～55 ℃の範囲を超える所
・ 周囲湿度が90 ％を越える所や、90 ％以下でも結露する所
・ 水がかかったり、直射日光 ( 紫外線 )が当たる所
・ 振動や衝撃の多い所
・ ノイズやサージを発生する機械のある所
・ メンテナンスを行うことができない場所への設置

注意

注　意

注　意

危険 感電注意

注意 禁　止



３

■保守・点検の注意事項

●保守点検は電気工事士の資格を有する者が行ってください。( 電気
的な保守点検について)
保守・点検は定期的に( 年 1 回程度 ) 行ってください。端子台に埃等
がある場合は、必ず除去してください。
保守・点検で耐圧試験を行う場合は、FG 端子を接続しているショート
バーを外して電源 MA-MB 一括とFG2 間で行ってください。
耐圧試験後、ショートバーを取り付ける際は指定トルク(0.8Ｎ・ｍ)で
ねじを締め付けてください。
ねじの締め付けが緩んでいたり、埃を除去せず放置していたりすると
制御ができない、火災などの事故の原因となります。

●分解、改造やご自身での修理は行わないでください。
感電・火災などの事故や本体の故障の原因となります。

●本製品に異常が起きたときには電源を切り、電気工事士の資格を有
する者に連絡してください。
そのまま使用すると火災や負荷機器への悪影響の原因となります。

■廃棄上の注意事項

●廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。
 

注意

点検確認

分解禁止

注意

電源を切れ

廃棄注意
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本製品の概要・特長		
■概要
ＲＳ４８５出力端末器は、上位ホスト機器からのRS-485通信による指令に対応してリレー制御する
製品です。

■特長
本製品は通信、または手動による８点の接点出力ができます。ＲＳ-４８５の１回線に最大で127台
の本製品（RS-485関連製品含む)が接続可能です。
 

   システム構成例

本製品
●ＲＳ４８５出力端末器（RNU－015）

付属品
●取扱説明書・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1部
●出荷試験成績書　・ ・・・・・・・・・・・・・・ 1部
●RS485出力端末器　出力端子接続のご注意・ ・・１部

キュービクルまたは電気室

専用通信回線
RS-４８５

1システム最大接点出力数
127端末×8点＝1,016点

RS485
出力端末器

RS485
出力端末器

空調機器など
リレー
ボックス

負荷制御

空調機器など

負荷制御

リレー
ボックス

上位ホスト機器
（デマンドコントロール装置等）

上位ホスト機器
（デマンドコントロール装置等）

形名
出力
通信
電源

設  定

形名
出力
通信
電源

設  定
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RS485 出力端末器（RNU-015）仕様
■一般仕様

名称 RS485出力端末器

形名 RNU-015

使用環境
温度 －10℃～55℃（屋内）

湿度 90％以下（ただし、結露なきこと）

接地 D種接地

形状 壁取付形

外形寸法 110（W）×157（H）×50.5（D）mm

消費電力 10VA以下

電　源 AC100/200V±10％　50/60Hz

■ RS-485 通信

伝送速度 4800/9600bps

伝送距離 最大1.2km（ただし、電線径φ0.9以上）

接続ユニット数 最大127台

■制御部 

出力点数 ８点

自動制御
上位装置（デマンドコントロール装置等）からのRS-485通信により
リレー制御を行う

手動制御 スライドスイッチによりリレー制御を行う

接点定格
無電圧a接点（メカリレー出力、無極性）
電圧 ： AC220V、負荷電流 ： 1A以下（抵抗負荷）
電圧 ： DC48V、負荷電流 ： 1A以下（抵抗負荷）
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形名
出力
通信
電源

設  定

R
S
48
5出
力
端
末
器

50.5110

96

４－φ４．５穴

1
4
3

1
5
7

寸法単位：mm

（注意）手動ON/OFFの場合は自動制御できません

外形寸法図・取付寸法図

本製品は壁取付形です。木板の場合はφ4.1（L=16mm）木ねじで４箇所を固定してください。
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各部の名前と働き

①出力端子台（1 ～ 8、COM1 ～ COM4）<10ページ＞
②手動操作スイッチ（SW1 ～ SW8）<12ページ＞
③表示<12ページ＞
④リセット
⑤設定<13ページ＞
⑥電源用・接地用・RS-485 通信用端子台（MA、MB、FG1、FG2、A+、B −、SG）<8ページ＞
⑦終端抵抗用スイッチ<8・9ページ＞

形名
出力
通信
電源

設  定

① ②

④

③

⑤

⑦⑥

（注意）手動ON/OFFの場合は自動制御できません
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■電源用・接地用・RS-485通信用端子台/終端抵抗用スイッチ

端子記号 用途 備考

MA、MB 電源 AC100/200V±10%　50/60Hz

FG1、FG2 接地
D種接地線はFG2に接続
通常使用時FG1とFG2はショートバーにより接続
（FG1には内部耐雷素子接続）

A+、B−、SG RS-485通信
A+、B−端子はRS-485通信用、SG端子はシステムホスト
側でＤ種接地

終端抵抗
（スイッチ）

RS-485終端 RS-485用終端抵抗の入切用（終端処理の場合[ON]）

電源線の接続　
｢MA｣｢MB｣端子は、電源用端子です。
端子台ねじは角座金付きM3.5ねじとなっていますので、直接または丸型圧着端子を用いて接続し
てください。
直接接続する場合は、より線 ： AWG12～22、単線 ： AWG12～22の電線を使用してください。

RS-485 通信線の接続
「A+」、「B−」、「SG」端子は、RS-485通信用端子です。端子台への接続は、指定のケーブルを用いて
ください。（シールド付ツイストペアケーブルFCPEVφ0.9～φ1.2、またはCPEV-Sφ0.9～φ1.2）
端子には極性がありますので接続の際にはご注意ください。
電源線とはなるべく距離を置いて配線してください。また、ケーブルのシールド線は「SG」端子にノ
イズ保護のためRS-485通信線をすべて接続後、シールド線は上位ホスト機器側1箇所でＤ種接地
してください。

圧着端子部は、使用する電線の
サイズに合わせてください。3.7mm以上 ８mm以下絶縁チューブ

AC100/200V

MA MB A+ B--
A+FG1 FG2 B--

SG
SG
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RS-485通信線への接続はマルチドロップ接続（いもづる式）になるように配線してください。

　　　　　　

　　　　　　　　　　  ●雷害対策
RS-485 通信線の接続は、屋内で使用することを前提にしています。
RS-485 通信線が屋外を経由する場合は、雷サージなどの影響を回避
するためのサージ吸収素子（避雷器など）を取り付けてください。

＜サージ吸収素子の例＞
（株）エム・システム技研製　RS-485/422用避雷器　MDP-4R

終端抵抗について
RS-485通信線の最遠端の２箇所で終端処理を行ないます。本製品が最遠端となる場合は終端抵
抗用スイッチをon側にしてください。（終端抵抗値は120Ωです）

ねじ締めトルクについて
ねじ締め時のトルクは、以下のトルクで締め付けてください。

電源線・接地線・通信線端子台ねじ ： 0.8 N・m
ショートバー	      ： 0.8 N・m

本接続作業を行う場合は、必ず非通電状態で行ってください。
通電状態で作業した場合不用意に端子に触れると感電、または故障の
原因となることがあります。

A+ B‒
SG A+ B‒ SG A+ B‒ SG A+SG B‒

RS485
出力端末器

RS485
出力端末器

RS485
出力端末器

ホスト
機器

終端抵抗用
スイッチＯＮ

終端抵抗用スイッチＯFF（2台）

終端
抵抗接続

Ｄ種接地

シールド線

注　意

注意

注意 電源を切れ
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■出力端子台 

COM1 1 2 COM2 3
COM4COM3 5 6 7

4
8

端子記号 用途 備考

１，２ 出力端子 AC220V、1AまたはDC48V、1A

COM1 共通コモン端子 端子１，２用共通端子

３，４ 出力端子 AC220V、1AまたはDC48V、1A

COM2 共通コモン端子 端子３，４用共通端子

５，６ 出力端子 AC220V、1AまたはDC48V、1A

COM3 共通コモン端子 端子５，６用共通端子

７，８ 出力端子 AC220V、1AまたはDC48V、1A

COM4 共通コモン端子 端子７，８用共通端子

内部接点構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

COM1 ～ COM4 は独立しています。 配線を間違えるなどしますと、
ショートによる停電事故や火災、本製品または接続する負荷を破損させ
る可能性があります。
本作業は、電気工事士の資格を有する者が行ってください。

COM1 1 2 COM2 3 4

COM3 5 6 COM4 7 8

危険 専門業者
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COM 端子接続例

接続　
｢１～８｣「COM1～COM4」端子は、出力端子です。出力端子台ねじは角座金付きM3ねじとなっ
ていますので、直接または丸型圧着端子を用いて接続してください。「COM端子は共締め」として
ください。
直接接続する場合は、より線：AWG14～22、単線：AWG14～22の電線を使用してください。
本製品の最大負荷電流は1A（AC、抵抗負荷）となっています。負荷電流が大きい負荷を接続する
場合は補助リレーをご使用ください。

ねじ締めトルクについて
ねじ締め時のトルクは、以下のトルクで締め付けてください。

出力端子台ねじ ： 0.5 N・m

本接続作業を行う場合は、必ず非通電状態で行ってください。
通電状態で作業した場合不用意に端子に触れると感電、または故障の
原因となることがあります。

単相２線式結線の場合
(AC100V、DC48V)

単相３線式結線の場合
(AC100V)

単相３線式結線の場合
(AC200V)

1 2 COM1

負荷2

負荷1

L1L2 NL1 L2

1 2 COM1

負荷2

負荷1

NL1 L2

負荷2

負荷1

1 2 COM1

圧着端子部は、使用する電線の
サイズに合わせてください。絶縁チューブ 3.２mm以上 ６mm以下

電源を切れ注意



１２

■手動操作スイッチ

本体右上部に設けた、スライドスイッチ（８個）により、８点の出力を１点ごとに強制的に手動で切り替
えることができます。
●通信による出力を行う場合は「自動」に合わせます
●「ON」または「OFF」に設定がされている場合は、通信による制御はできません
●「ON」または「OFF」にすると、ただちに設定した状態となります

■表示

LEDの表示内容は以下のようになっています。
AC電源がある場合以下の表示を行います。

電源（赤）： 電源が正常に供給されている場合に点灯します。
通信（赤）： 通信が行われている場合に点滅します。
	 自局アドレス向け電文を受信し、応答電文を返信した場合に短く点滅します。

なお、上位ホスト機器と5分以上通信できない場合に「０．５秒点滅」します。ただし、手動
スイッチがすべて「ON」または「OFF」の場合は消灯します。

異常（赤）： 製品に異常があった場合に次のパターンの表示をします。

「１秒点滅」アドレス設定異常
アドレス設定用スイッチが００１～１２７の範囲以外に設定されている場合に「１秒点
滅」します。

「0.5秒点滅」通信異常
上位ホスト機器と５分以上通信ができない場合に「0.5秒点滅」します。ただし、手動
操作スイッチがすべて「ON」または「OFF」の場合は消灯します。

「点灯」端末異常
製品が異常になった場合に「点灯」します。この場合手動操作スイッチ、通信による制
御はできません。当社営業までお問い合わせください。

※異常表示は異常がすべて復旧した場合に直ちに消灯します。

出力の状態は各LEDにより表示されます。

電源 通信 異常

LED消灯 ： 出力OFF
LED点灯 ： 出力ON



１３

■設定 

①アドレス設定用スイッチ
② RS-485 通信速度設定用スイッチ

（１）アドレス設定
RS-485通信に使用する自局アドレスは、本体正面に設けたアドレス設定用スイッチ（3個）によ
り、「００１」～「１２７」を設定します。
「０００」または「１２８」以上のアドレスに設定した場合、「異常」LEDが１秒間隔で点滅し、上位ホ
スト機器からの指令に対して無応答となります。
システム内に同じアドレスが2台以上あると、その製品とは通信ができません。
工場出荷時は「０００」にアドレスを設定して出荷します。

　　　　　
（２）RS-485 通信速度設定

本体正面に設けた通信速度設定用スイッチ（1個）により、上位ホスト機器とのRS-485通信速
度を切り替えることができます。
工場出荷時は「9600bps」に設定して出荷します。

スイッチの位置 通信速度

上（工場出荷時） 9600bps

下 4800bps

 

■停電時･復電時の動作
　
停電時の動作
本製品は停電が発生するとすべての接点出力を「OFF（開放）」します。停電前の通信による制御情
報はすべて破棄します。

復電時の動作
本製品は停電から復電した際に手動操作スイッチの状態に合わせてONまたはOFFにします。
手動操作スイッチが自動の場合は接点出力を「OFF（開放）」とします。上位ホスト機器との通信が
できるまでこの状態を維持します。

設
0

 定

×１００ ×１０ 9600
4800アドレス

×１

00

② 

①



●製品をご使用の際には、必ず本取扱説明書をお読みください。
●記載内容は、設計変更その他の理由により、ご連絡申しあげることなく変更させていただくことがありますので、あらかじめ
ご了承ください。

●本書の内容について、ご不審な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたらご連絡ください。
●本書は、お買い上げ時に製品本体に付属しているもの以外は有償となりますので、あらかじめご了承ください。

◎製品に関するお問い合わせは、下記へご連絡ください。

お願い

営業本部  〒141- 8646  東京都品川区東五反田2-10-2 東五反田スクエア

共創デザイン推進室　エネルギーソリューション部 
電話（03）3443-7177　FAX（03）3443-0265

共創デザイン推進室  スマートソリューション部
電話（03）3443-9154　FAX（03）3443-0265

札 幌 営 業 所 〒 060-0005  札幌市中央区北五条西5-2-12 住友生命札幌ビル8F
電話（011）251-6622　FAX（011）210-0258

仙 台 営 業 所 〒 980-0014  仙台市青葉区本町 2-5-1 オーク仙台ビル
電話（022）223-3747　FAX（022）223-8159

名古屋営業所  〒461-0004  名古屋市東区葵3-23-10 千種ファーストビルかとう3F
電話（052）933-2229　FAX（052）933-0650

大 阪 営 業 所 〒 531-0072  大阪市北区豊崎 3-20-9 三栄ビル
電話（06）6373-2556　FAX（06）6375-0681

広 島 営 業 所 〒 730-0037  広島市中区中町 9-12 中町三井ビル 6F
電話（082）243-1611　FAX（082）243-9039

沖 縄 営 業 所 〒 902-0077  那覇市長田 1-22-18
電話（098）832-7406　FAX（098）836-8655

https://www.osaki.co.jp/
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